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醐キ
ー福
岡
大
学
筑
紫
病
院
の
藷
，．＝
謹
藷
一

『
ー
ー
ー
＝
開
院

　

筑
紫
病
院
設
立
の
背
景

　

約
十
五
年
前
に
立
て
ら
れ
た
わ
が
国

の
医
師
の
需
給
計
画
は
、
予
想
よ
り
も

早
く
達
成
し
、
医
学
部
入
学
定
員
の
見

直
し
が
真
剣
に
論
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
同
時
に
医
療
の
内
容
、
医

師
の
質
の
向
上
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

った
。
従
来
、
卒
後
教
育
や
生
涯
教
育

と
い
う
用
語
は
い
さ
さ
か
観
念
的
に
理

解
さ
れ
て
い
た
が
、
昨
今
は
ず
っ
し
り

と
重
味
の
あ
る
言
葉
と
な
っ
て
き
た
。

　

大
学
病
院
に
は
高
度
の
医
療
を
通
じ

て
、
医
学
部
の
卒
前
の
臨
床
教
育
と
、

卒
後
の
臨
床
研
修
の
場
を
提
供
す
る
と

い
う
使
命
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
厚
生

省
の
卒
後
二
年
間
の
研
修
補
助
金
支
給

の
基
準
は
、
約
病
床
数
一〇
に
対
し
て

研
修
医
一
で
あ
る
。
福
岡
大
学
病
院
の

病
床
数
は
八
五
〇
床
で
あ
る
の
で
、
研

修
医
の
適
正
数
は
八
五
名
で
あ
る
。
こ

れ
は
二
年
間
の
延
べ
数
で
あ
る
か
ら
、

各
年
次
の
卒
業
生
の
約
半
数
し
か
受
入

れ
ら
れ
な
い
計
算
で
あ
る
。

　

わ
が
福
岡
大
学
医
学
部
は
歴
史
の
浅

い
医
学
部
で
あ
る
だ
け
に
、
安
心
し
て

卒
後
研
修
を
お
願
い
で
き
る
よ
う
な
病

院
は
皆
無
に
近
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
福
大
医
学
部
増
設
の
当
初
か
ら
予
想

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
研
修
用
病
床
の

確
保
は
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
背
景
の
な
か
で
、
第
二
病
院

作
り
が
具
体
性
を
帯
び
て
き
た
の
は
、

ほ
ぼ
三
年
前
か
ら
で
あ
る
。

　

開
院
ま
で
の
経
過

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
筑
紫
野
市
俗

明
院
に
あ
っ
た
閉
鎖
病
院
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ップ
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
病
院
に
関

す
る
情
報
が
マ
ス
コ
ミ
か
ら
報
道
さ

れ
、
本
学
が
筑
紫
野
市
進
出
の
希
望
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
筑
紫

医
師
会
（春
日
、
大
野
城
、
太
宰
府
、

筑
紫
野
の
四
市
と
那
珂
川
町
）
が
い
ち

早
く
絶
対
反
対
を
決
議
し
、
福
大
対
策

委
員
会
を
設
け
る
な
ど
し
て
大
規
模
な

反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
五
十
九
年

春
頃
ま
で
の
地
元
医
師
会
の
反
対
は
相

当
に
織
烈
で
、
故
小
野
山
伝
六
先
生
を

委
員
長
と
す
る
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
開

設
準
備
委
員
会
と
の
会
談
も
、
一時
は

険
悪
な
ム
ー
ド
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
相
万
一〇
回
に
わ
た
る
協
議
で
医

師
会
側
も
軟
化
、
本
年
一月
、
医
師
会

は
反
対
を
決
議
撤
回
、
医
師
会
の
い
わ

ゆ
る
条
件
闘
争
の
話
し
合
い
に
は
い

り
、
六
月
十
八
日
「覚
書
」
を
交
換
し
、

円
満
に
解
決
し
た
。

　

一方
、
買
収
し
た
病
院
は
福
岡
大
学

筑
紫
病
院
と
し
て
、
外
来
部
門
の
う
ち

外
科
系
を
増
築
し
、
放
射
線
部
門
を
主

と
す
る
内
部
改
装
が
行
わ
れ
て
開
院
に

備
え
た
。

　

昭
和
六
十
年
六
月
二
十
七
日
は
あ
い

に
く
の
豪
雨
で
あ
っ
た
が
、
午
前
十

時
よ
り
、
病
院
の
一階
で
開
院
式
が
開

か
れ
た
。
参
列
者
は
約
三
〇
〇
名
で
あ

った
。
山
本
哲
夫
副
理
事
長
、
伊
東
正

則
学
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
田
中
健
蔵

九
州
大
学
学
長
、
石
田
正
太
郎
県
医
師

会
長
、
表
猛
筑
紫
医
師
会
長
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。
田
中
学
長
の
地
域
医

療
の
中
枢
と
し
て
機
能
す
る
だ
け
で
な

く
広
域
医
療
へ
の
参
画
を
考
え
よ
、
と

の
激
励
は
身
に
泌
み
た
。
式
の
最
後
に

院
長
奥
村
が
謝
辞
と
各
診
療
科
部
長
の

紹
介
を
行
っ
た
。

　

ひ
き
つ
づ
い
て
場
所
を
大
丸
別
荘
に

移
し
、
開
院
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。
こ

こ
で
は
久
留
米
大
学
加
地
正
郎
院
長
や

松
田
正
彦
筑
紫
野
市
長
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
迂
余
曲
折
を
経
て
、
昭

和
六
十
年
七
月
一
日
に
待
望
の
診
療
開

始
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

筑
紫
病
院
の
周
辺

病
院
は
筑
紫
野
市
字
俗
明
院
に
あ

る
。
す
ぐ
傍
を
西
鉄
大
牟
田
線
、
国
道

三
号
線
、
国
鉄
鹿
児
島
線
が
競
り
合
う

よ
う
に
し
て
走
っ
て
い
る
。
病
院
の
す

ぐ
北
か
ら
東
を
県
道
五
号
線
か
ら
の
降

り
口
の
道
路
が
、
鉢
巻
き
の
よ
う
に
と

り
囲
ん
で
い
る
（写
真
１
）。南
側
に
接

し
て
山
口
川
が
あ
り
、
南
か
ら
東
を
囲

続
し
て
い
る
。
こ
の
山
口
川
は
一級
河

川
で
背
振
山
地
に
源
を
発
し
、
途
中
山

神
ダ
ム
を
湛
え
て
病
院
の
傍
を
流
れ

て
、
宝
滴
川
へ
注
ぎ
、
さ
ら
に
筑
後
川

へ
合
流
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
付

近
は
筑
後
川
水
系
で
あ
る
。
筑
紫
野
市

の
上
水
道
は
山
神
ダ
ム
か
ら
取
水
し
て

い
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
地
理
的
に
は
筑
前
と
筑

後
の
接
点
で
あ
る
絶
妙
の
地
に
あ
る
と

い
え
る
が
、
鉄
道
、
道
路
、
川
に
囲
ま

れ
て
、
病
院
の
周
辺
に
土
地
の
余
裕
が

な
い
こ
と
が
本
院
の
最
も
大
き
な
弱
点

で
あ
ろ
う
。

　

行
政
区
は
筑
紫
野
市
で
あ
る
が
、
四

市
一町
の
筑
紫
保
健
所
管
内
の
人
口
は

約
三
〇
万
と
い
わ
れ
る
。

　

俗
明
院
と
い
う
地
名
は
い
ま
ひ
と
つ

し
っ
く
り
し
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

国
道
三
号
線
（写
真
の
手
前
）
に
か
か

る
橋
は
「ぞ
く
み
よ
う
い
ん
ば
し
」
と

あ
り
、
地
図
に
は
「続
命
院
橋
Ｌ
と
記

さ
れ
て
い
る
。
俗
明
よ
り
は
続
命
が
よ

い
。
続
命
と
な
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
医
療

従
事
者
に
と
っ
て
は
何
と
あ
り
が
た
い

は
な
む
け
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
か
。

　

筑
紫
病
院
の
規
模

　

病
院
は
五
階
建
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

作
り
で
、
床
延
面
積
は
一○
、
０
四
五

平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
各
階
の
使
用

用
途
は
、
一階
が
外
来
部
門
、
臨
床
検

査
部
、
放
射
線
部
、
栄
養
部
、
医
事
課

な
ど
、二
階
が
手
術
部
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
棟
、

材
料
部
、
薬
剤
部
な
ど
、
三
階
は
南
が

小
児
病
棟
、
北
が
主
に
整
形
外
科
、
脳

神
経
外
科
、
四
階
は
内
科
、消
化
器
科
、

外
科
が
使
用
し
て
い
る
。
（図
１
）

　

五
階
は
南
が
管
理
部
門
、
北
が
研
究

室
（医
局
）
と
し
て
臨
時
的
に
転
用
し

て
い
る
。
こ
の
五
階
部
門
は
近
い
将
来

病
棟
と
し
て
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か

ら
、
管
理
部
門
、
研
究
室
（医
局
）な
ど

は
別
館
が
建
て
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

病
院
の
組
織

　

筑
紫
病
院
の
発
足
時
の
組
織
図
は
図

２
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
大
き
く
五

部
か
ら
成
り
、
診
療
部
は
現
在
八
科
で

あ
る
。
中
央
診
療
施
設
部
は
七
部
で
あ

る
が
、
栄
養
部
、
病
歴
部
を
加
え
た
点

が
目
新
し
い
よ
う
で
あ
る
。
教
職
員

な
ら
び
に
診
療
ス
タ
ッ
フ
を
表
１
に
示

す
。

　

病
院
運
営
の
基
本
理
想

　

病
院
の
開
院
式
で
述
べ
た
基
本
理
念

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

「福
岡
大
学
筑
紫
病
院
は
高
度
の
医

療
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
よ
う

と
し
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
患
者
さ
ん
を
中
心
と

し
て
診
療
各
科
の
枠
を
越
え
た
全
人
間

的
医
療
、
第
三
次
医
療
を
行
い
ま
す
。

七
隈
の
福
岡
大
学
病
院
や
、
地
元
医
師

会
と
の
密
接
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

日
進
月
歩
の
医
学
、
医
療
を
遅
滞
な
く

取
り
入
れ
、
地
域
医
療
の
中
核
に
な
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
大
学
病

院
で
あ
る
た
め
、
医
師
の
卒
後
研
修
、

医
学
生
の
臨
床
教
育
の
場
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
、
臨
床
研
究
を
主
と
す
る

医
学
研
究
も
行
い
、
医
学
、
医
療
の
進

歩
に
貢
献
す
る
責
務
も
果
た
す
よ
う
努

力
し
ま
す
」

筑
紫
病
院
は
、
そ
の
規
模
か
ら
い
え

ば
、
最
終
的
に
は
三
四
五
床
の
中
型
の

病
院
で
あ
る
の
で
、
各
診
療
科
単
位
の

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
チ
ー
ム
医
療
シ
ス

テ
ム
を
組
む
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
ベ

ッ
ド
の
傍
に
各
診
療
科
の
医
療
担
当
者

が
集
っ
て
、診
断
や
治
療
を
討
議
す
る
、

患
者
中
心
の
集
中
診
療
を
目
標
と
し
て

い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
高
性
能
の
医
療
機
器
、

気
鋭
の
専
門
医
ス
タ
ッ
フ
、
そ
れ
に
医

療
チ
ー
ム
の
心
を
加
え
た
三
位
一体
の

実
践
が
わ
れ
わ
れ
の
目
標
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題

　

昨
今
の
医
学
、
薬
学
の
進
歩
、
医
療

機
器
の
発
達
、高
令
化
社
会
の
出
現
、疾

病
の
複
雑
化
な
ど
に
つ
れ
て
、
わ
が
国

の
医
療
費
の
膨
張
は
社
会
的
な
大
問
題

と
な
っ
て
き
た
。
い
ま
や
、
医
療
費
節

減
は
国
家
的
施
策
で
あ
る
。
健
康
保
険

診
療
を
行
う
か
ぎ
り
、
大
学
と
い
え
ど

も
特
別
な
配
慮
は
一切
な
さ
れ
な
い
。

本
来
、
医
療
の
質
と
収
益
性
と
は
相

容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を

い
か
に
し
て
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
か
。
少
々
の
努
力
で
は
実
現
は
不
可

能
で
あ
る
。

　

高
度
医
療
の
実
践
と
、
教
育
研
修
病

院
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
教
育
カ
リ
キ
ュラ
ム
や
事
務
の
電

算
化
な
ど
の
ソ
フ
ト
の
能
率
化
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
教
育
研
究
棟
、
管
理

棟
、
生
活
労
働
環
境
の
整
備
な
ど
が
急

が
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
き
に
述
べ
た

よ
う
に
筑
紫
病
院
の
物
理
的
条
件
に
は

大
き
な
制
約
が
あ
る
の
で
、
大
へ
ん
な

工
夫
が
要
求
さ
れ
よ
う
。

わ
れ
わ
れ
一同
は
、
こ
の
よ
う
な
多

く
の
難
題
を
抱
え
な
が
ら
、
設
立
の
趣

旨
で
あ
る
、
最
高
の
医
療
を
通
し
て
臨

床
研
修
の
場
を
確
保
し
、
地
域
医
療
に

と
ど
ま
ら
ず
広
域
医
療
の
向
上
に
も
挑

戦
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
福
岡

大
学
医
学
会
の
各
位
も
、
筑
紫
病
院
を

自
ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
お
願
い
す
る
。
（診
療
開
始
の

日
を
目
前
に
し
て
逝
去
さ
れ
た
故
小
野

山
伝
六
先
生
に
謹
ん
で
黙
祷
い
た
し
ま

す
）
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エレベーター

　　 　 　　

　　　　　　　　　　　　　

受付入口

院長室

獅
管理

研究室
医

　

局

５Ｆ

１Ｆ

　　　　　　　　　　　　　　

▲』”
も

　　　　　　　　　　

開
講
十
二
年
に
な
り
、
当
教
室
で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

も
本
学
卒
業
生
が
、
ス
タ
ッ
フ
、
大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学
院
生
、
米
国
留
学
経
験
者
と
し
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

研
究
に
教
育
に
診
療
に
活
躍
し
、
現

　　

福
岡
大
学
内
科
学
第
二

奮
暑
菜
屡
諾
￥
。こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

れ
ら
の
若
い
学
徒
を
、
十
二
年
の
古

　

昨
年
十
月
に
、
第
七
回
日
本
高
血

　

そ
の
中
の
循
環
器
金
胤川
教
授
、
広

　

い
袋
に
盛
っ
て
、
更
に
新
し
く
大
き

圧
学
会
が
、
荒
川
親
矩
男
会
長
の
下

　

木
助
教
授
）、
代
謝
盆
ル川
教
授
、池

な
発
展
を
期
し
て
い
ま
す
。

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な

　

田
講
師
）、
腎
臓
（内
藤
助
教
授
）、

　

現
在
、
当
教
室
の
人
事
は
左
記
の

国
際
的
企
画
と
円
滑
な
運
営
で
好
評
呼
吸
器
（吉
田
助
教
授
）、
感
染
症

　

通
り
で
す
。

で
し
た
。

　　　　　　　　

（滝
井
助
教
授
）
の
五
分
野
を
分
担

　

医
局
長

　　　　

中
島
与
志
行

現
在
、
福
岡
大
学
の
内
科
は
、
二

　

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
五
つ
の

副
医
局
長

　　　

向
野

　

義
人

つ
の
内
科
で
内
科
学
の
全
専
門
分
野
各
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
が
、研
究
、教
育
、

　

六
階
東
病
棟
主
任

　

亀
井

　

律

を
カ
バ
ー
し
、
か
つ
重
複
を
避
け
る

　

診
療
の
各
分
野
で
活
動
し
、
機
能
し

　

六
階
南
病
棟
主
任

　

児
玉

　

武
利

と
い
う
方
針
の
下
に
、当
教
室
で
は
、
な
が
ら
、
相
互
に
も
緊
密
に
有
機
的

　　　　　　

（文
責

　

中
島
）

教
室
紹

　　　　　　　

通

　　

な

　

い

　

れ そ生 研 学 も

　　

す 弓金

　

に

　

プくフ

　

冨ｇ

　

医

　

り

　

王現

　

発 ４差

　

ら も う宅

　

院‐本

　

開

　

０

　

す

　

連

　

階

　

階 医 局

　

で

　

孝Ｅ展

　

に

　

の

　

コ

　

に

　

生 学 講

　　

る

　

携

　

南

　

東 局 長

　

す

　

、を篇擾若 名

　

教

　

、卒去十

　　

場 を

　

病 病 長

　　　

０当

　

期

　

っ い

　

が 育 米 業 二

　　

と 保

　

極東 杉東

　　　　　　

教

　

し

　

て

　

Ｅ斧 米 に

　

国

　

生 年

　　　

し

　

ち

　

主 主

　　　　　　

室 て

　

、徒

　

国＝診 留

　

が

　

るこ

　　

て

　

つ
（

　

任 任

　　　　　　　

の

　

い

　

更

　

を

　

留

　

、療 肇字

　

、な 、活 つ
文

　　　　

十

　　　　　

人 ま

　

に

　

、学字

　

に

　

経 ス り

　　

載り

　

、
漂当 児 亀

　

臆＝

　

にド

　　

；事 す 棄折 十

　

中

　

？古 験

　

タ 、

　　

も 内

　　　　　　　　　

は

　

０

　

し

　

二 で

　

躍 者

　

ッ当 ゲ） 科

　　　　　　　　　

左

　　

く 年 す

　

し と フ

　

教 ′学

　　　　　

記 大 の

　

０

　

、し

　

、室

　　

い を

　

玉ｉ

　

井－

　

野

　

島
中

　　　　　　

与
島

　

武

　　

・義 志
） 利 律 人才テ の

　　　

き

　

古

　

こ

　

現 て

　

大

　

で

　　　

ま

　

勉

２Ｆ

　　

薬剤フロント

計算フロント

　　

外科

　

整形外科
脳神経外科

３Ｆ

図２

　

福岡大学筑紫病院組織図
表１

　

教職員・診療スタッフ

所

　　

属 教

　　

授 助

　

教 授 講

　　

師 助

　　

手 医

　　

員

内

　　　

科

消化器科

八尾恒良

岡 田 光 男

今村健三郎

今川みさお

奥平卓 己

槙 田 修 二

中林正一

竹 中 国 昭

坂上明彦

内田泰彦

小

　

児

　

科 村松和彦 大 島 久 明

東陽一郎

入江勝一

吉本勝彦

外

　　　

科
Ｇ肖化器科） 有馬純孝

土 器

　　

潔

二見喜太郎

重田正義

山 崎 宏 一

三尾寿樹

脳神経外科 田 中

　　

彰 高木忠博 橋本隆寿

整形外科 松崎昭夫 木梨博史
白 石 元 英

中村和輝

放射線科 小金丸史隆

麻

　

酔

　

科 内藤博文

診
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部

病

　

院

　

長

事

　

務

　

長 中央診療施設部

看

　

護

　

部

薬

　

剤

　

部

事

　

務

　

部

臨床検査部

放射線部

手

　

術

　

部

材

　

料

　

部

栄

　

養

　

部

病

　

理

　

部

内

　　　

科

消化器科

小

　

児

　

科

外

　　　

科

整形外科

脳神経外科

放射線科

麻

　

酔

　

科

管

　

理

　

課

医

　

事

　

課



昭
和
五
十
九
年
十
月
以
降
本
学
へ
赴
任
ま
た
は
昇
格
さ
れ
た

教
授
、
助
教
授
、
講
師
の
方
に
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
以
下
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま
す
。

解
剖
学
第
一
助
教
授

　

　
　

　

　

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

　

昭
和
四
十
五
年
に
九
州
大
学
の
理
学

部
を
卒
業
、
大
学
院
で
発
生
に
関
す
る

仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
四

十
七
年
九
月
よ
り
、
開
設
さ
れ
て
半
年

ば
か
り
の
福
岡
大
学
医
学
部
へ
職
を

得
、
解
剖
学
教
室
の
三
好
教
授
の
も
と

で
お
世
話
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
ま
だ
現
在
の
医
学
部
、
病

院
の
建
物
は
完
成
し
て
お
ら
ず
、
本
学

（本
部
の
裏
手
）
の
一角
に
整
え
て
い

た
だ
い
た
実
験
室
で
、
さ
し
あ
た
っ
て

の
学
生
の
組
織
実
習
に
必
要
な
プ
レ
パ

ラ
ー
ト
作
り
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
こ
に
は
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
が

据
え
ら
れ
て
お
り
、
私
の
そ
の
後
の
研

究
に
必
要
・不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
た

技
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
ま
し

た
。や
が
て
、医
学
部
の
建
物
が
で
き
、

移
転
し
て
来
ま
し
た
が
、
当
初
は
、
動

物
実
験
一
つ
を
行
う
に
も
大
変
で
、
そ

の
他
の
設
備
な
ど
で
も
現
在
の
整
備
さ

れ
た
も
の
を
見
る
と
、
時
の
流
れ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

研
究
の
面
で
は
、
走
査
型
電
子
顕
微

鏡
を
用
い
て
、
種
々
の
組
織
の
立
体
構

築
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
教
室
の

主
テ
ー
マ
の
も
と
で
、
特
に
、
腸
管
の

リ
ン
パ
組
織
に
お
け
る
上
皮
と
細
網
の

関
係
、
各
種
脊
椎
動
物
の
肝
の
間
質
細

胞
の
比
較
、
虹
彩
筋
の
配
列
な
ど
に
つ

い
て
調
べ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

昭
昭
五
十
五
年
五
十
六
年
の
約
一年

間
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
南

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（Ｕ
Ｓ
Ｃ
）
へ

留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
解
剖
学
教
室

の
Ｒ
①□
く
教
授
の
も
と
で
、
両
生
類

の
虹
彩
筋
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
幅
広
く
、
い

ろ
い
ろ
な
組
織
・細
胞
を
観
察
し
、
説

得
力
の
あ
る
、
よ
い
写
真
を
と
っ
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

趣
味
は
旅
と
写
真
（本
業
と
あ
ま
り

変
わ
り
ま
せ
ん
が
）
で
、
学
生
時
代
に

は
、
今
は
な
き
蒸
気
機
関
車
（Ｓ
Ｌ
）を

追
っ
て
、
休
み
に
な
る
と
飛
び
出
し
て

い
ま
し
た
。
今
で
も
、機
会
が
あ
れ
ば
、

膏
を
懐
し
ん
で
、
人
の
あ
ま
り
乗
ら
な

い
鉄
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

遊
び
・ス
ポ
ー
ツ
に
は
何
で
も
（少
し

で
す
が
）
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。

精
神
科
学
講
師

　

小
林

隆
児

出
身
地
は
鳥
取
県
米
子
市
。
米
子
束

高
校
を
卒
業
後
、
ず
っと
親
元
を
離
れ

福
岡
で
の
生
活
を
続
け
、
九
州
大
学
を

昭
和
五
十
年
に
卒
業
。
す
ぐ
に
福
岡
大

学
精
神
科
に
入
局
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

私
の
精
神
科
へ
の
動
機
は
医
学
進
学

課
程
二
年
の
と
き
か
ら
現
在
ま
で
続
い

て
い
る
自
閉
症
児
と
の
出
会
い
に
尽
き

ま
す
。
当
時
、
九
大
病
院
精
神
科
外
来

で
土
曜
日
午
後
、
自
閉
症
児
の
た
め
に

治
療
教
育
「土
曜
学
級
」
を
池
田
数
好

先
生
（当
時
九
大
教
育
学
部
教
授
）
と

村
田
豊
久
先
生
（現
福
大
客
員
教
授
）

が
中
心
に
な
っ
て
開
か
れ
て
い
ま
し

た
。
友
人
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
参
加
し
始

め
た
の
で
す
。
そ
の
頃
自
閉
症
児
は
ま

だ
心
因
論
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
こ

ろ
で
し
た
が
、
学
生
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
も
余
り
そ
う
し
た
見
方
を
せ
ず
、
純

な
気
持
ち
で
彼
ら
に
接
し
て
こ
ら
れ
た

の
が
、
医
者
に
な
っ
て
か
ら
の
研
究
に

も
大
き
な
力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
生
時
代
か
ら
の
歩
み
の

私
な
り
の
総
決
算
の
ひ
と
つ
が
今
春
取

得
し
た
学
位
論
文
「自
閉
症
児
の
精
神

発
達
と
経
過
に
関
す
る
臨
床
的
研
究
」

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
幼
児
期
か
ら
思

春
期
な
い
し
成
人
期
ま
で
達
し
た
自
閉

症
児
者
九
〇
例
の
発
達
経
過
を
追
い
続

け
る
中
か
ら
自
閉
症
児
の
精
神
発
達
の

特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
、
従
来
の
自
閉

症
理
解
に
新
し
い
視
点
を
提
起
す
る
こ

と
が
本
論
の
大
き
な
目
的
で
し
た
。
十

五
年
間
た
だ
ひ
た
す
ら
自
閉
症
児
、
さ

ら
に
そ
の
家
族
と
接
触
し
続
け
て
き
た

の
で
す
が
、
す
っ
か
り
自
閉
症
児
の
魅

力
に
と
り
つ
か
れ
、
そ
れ
を
学
位
論
文

の
テ
ー
マ
に
選
べ
た
の
は
私
に
と
っ
て

こ
の
う
え
な
い
幸
運
な
こ
と
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
児
童
の
精

神
発
達
を
幅
広
く
研
究
し
て
い
け
れ
ば

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　

特
技
の
一
つ
は
小
学
四
年
か
ら
始
め

た
珠
算
。
三
段
の
免
許
を
持
っ
て
い
ま

す
。
次
に
始
め
た
計
算
尺
で
は
、
中
学

時
代
に
地
方
大
会
で
高
校
生
を
相
手
に

入
賞
し
、
全
国
大
会
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
少
年
時
代
の

体
験
を
通
し
て
数
字
に
強
い
親
和
性
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
影
響
で
今
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
力
を
か
り
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
研
究
を
教
室
で
好

ん
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

趣
味
の
一
つ
は
学
生
時
代
に
始
め
た

尺
八
演
奏
。
当
時
は
現
代
邦
楽
を
主
に

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
す
っ
か

り
世
俗
的
に
な
り
、
宴
会
で
時
々
演
歌

や
民
謡
を
演
奏
す
る
程
度
で
す
。
今
最

も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
早
朝
ジ
ョ
ギ

ン
グ
。
ま
だ
始
め
て
二
年
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
が
、
昨
年
は
二
十
キ
ロ
を
二
回

走
破
し
、
近
い
う
ち
に
三
十
キ
ロ
そ
し

て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
へ
挑
戦
す
る
こ
と
が

夢
で
す
。
最
近
、
宴
会
が
多
く
、
つ
い

好
き
な
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
、
翌
日
走
れ

ず
、
そ
の
結
果
イ
ラ
イ
ラ
が
強
い
の
が

悩
み
で
す
。

皮
膚
科
学
講
師

　

西
村

正
幸

出
身
は
佐
賀
県
で
す
。
昭
和
五
十

年
に
久
留
米
大
学
を
卒
業
し
、
そ
の
後

三
年
間
、
九
州
大
学
皮
膚
科
占
部
治
邦

教
授
の
元
で
皮
膚
科
の
臨
床
の
手
ほ
ど

き
を
う
け
ま
し
た
。
当
時
教
室
は
西
尾

一方
先
生
（現
産
業
医
大
教
授
）、幸
田

弘
先
生
（現
佐
賀
医
大
教
授
）
を
は
じ

め
と
す
る
荘
々
た
る
陣
容
で
、
学
問
と

患
者
を
と
も
に
大
切
に
す
る
気
風
が
み

な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
環

境
の
中
で
修
練
を
う
け
ら
れ
た
こ
と
を

今
に
し
て
幸
運
だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
間
半
年
は
別
府
の
九
大
温

泉
治
療
学
研
究
所
（現
生
体
防
御
医
学

研
究
所
）
中
溝
慶
生
教
授
の
元
で
勉
強

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
三
年
間
の
臨

床
と
病
理
組
織
研
究
を
主
体
と
す
る
卒

後
研
修
を
終
え
た
時
点
で
、
占
部
教
授

よ
り
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
校
皮
膚
科
へ
留
学
の
機
会

を
与
え
ら
れ
、
二
年
九
ヵ
月
間
基
礎
研

究
に
専
念
い
た
し
ま
し
た
。
≦
「．ｒ
．

国
富
げ色
日
主
任
教
授
、

因
．
切
に
１

Ｆ
こ
く
Ｐ日
か

　

教
授
の
ご
指
導
の
元
に

マ
ン
ソ
ン
住
血
吸
虫
症
マ
ウ
ス
モ
デ
ル

を
用
い
た
肉
芽
腫
の
実
験
病
理
学
的
研

究
と
皮
膚
脱
色
を
お
こ
す
化
学
薬
品
の

メ
ラ
ノ
サ
イ
ト
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
関

す
る
研
究
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
留
学

と
い
う
の
は
外
か
ら
み
る
ほ
ど
華
や
か

な
も
の
で
は
な
く
、
苦
し
い
こ
と
の
方

が
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ

の
中
で
最
初
の
仕
事
が
＞
ロ
鮎げ０日
－－

ｎ巴
力
の８
ＨＱ
と
い
う
解
剖
学
の
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
た
時
の
感
激
は
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
時
代
の
体
験
を
通
じ
て
思

う
こ
と
は
、す
で
に
確
立
さ
れ
た
知
識
、

技
術
を
修
得
し
、
現
在
の
患
者
き
ん
の

診
療
や
学
生
教
育
に
役
立
て
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ

れ
ら
の
知
識
や
技
術
は
先
人
が
現
在
の

我
々
の
た
め
に
残
し
て
く
れ
た
も
の
で

あ
り
、
我
々
は
先
人
の
向
上
心
、
探
求

心
を
ひ
き
つ
ぎ
次
代
に
よ
り
良
い
も
の

を
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
私
は
臨
床
と
同
じ
く

ら
い
研
究
を
重
視
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
も
研
究
の
内
容
は
皮
膚
科

だ
け
に
し
か
通
用
し
な
い
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
医
学
生
物
学
の
中
で
普
遍
的

価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
り
た
い
と
常
に

考
え
て
い
ま
す
。
帰
国
後
、
昭
和
五
十

七
年
四
月
一
日
か
ら
三
年
間
佐
賀
医
大

皮
膚
科
幸
田
弘
教
授
の
元
で
勉
強
さ
せ

て
頂
き
、
今
春
四
月
一
日
よ
り
本
学
皮

膚
科
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、研
究
、教
育
、

診
療
に
精
励
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
指
導
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

放
射
線
科
学
講
師

　

東

義
孝

鹿
児
島
県
立
鶴
丸
高
校
の
出
身
で

す
。
福
岡
に
来
て
二
十
年
近
く
に
な
り

ま
す
が
、
鹿
児
島
弁
の
な
ま
り
が
抜
け

ま
せ
ん
。
日
常
会
話
で
は
あ
ま
り
自
覚

し
ま
せ
ん
が
、
何
か
の
機
会
に
録
音
し

た
自
分
の
声
を
後
で
聴
く
と
、
冷
や
汗

が
出
ま
す
。

　

大
学
生
時
代
は
、
い
わ
ゆ
る
真
面
目

な
学
生
で
、
酒
、
煙
草
、
麻
雀
は
や
ら

ず
、
か
と
い
っ
て
勉
強
も
せ
ず
、
あ
ま
ー

り
思
い
出
に
な
る
よ
う
な
事
が
あ
り
ま
帽

せ
ん
。
今
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
事
を
楽
し
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
－

思
い
ま
す
が
、
貧
乏
な
親
に
迷
惑
を
か
一

け
な
い
（留
年
し
な
い
）
よ
う
に
と
い
旧

う
考
え
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
お
と
な
し
一

く
し
て
い
た
よ
う
な
次
第
で
す
。
九
州
一

大
学
を
四
十
年
に
卒
業
し
て
、
九
州
大
－

学
放
射
線
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
機
械
牌

を
い
じ
る
の
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
入
局
希
望
者
が
多
く
、
入

局
後
も
競
争
の
激
し
い
内
科
や
外
科
は

敬
遠
し
た
と
い
う
の
が
本
当
で
す
。

　

五
年
間
の
研
修
期
間
の
後
、
特
定
の

セ
ク
シ
ョ
ン
に
固
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
、
ど
こ
に
す
る
か
迷
い
、
そ
れ
ま
で

九
大
放
射
線
科
で
は
誰
も
や
っ
て
い
な

か
っ
た
超
音
波
診
断
を
平
田
講
師
（小

児
科
出
身
で
放
射
線
部
所
属
）
の
指
導

で
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
本
の
超

音
波
診
断
は
外
科
や
内
科
の
先
生
が
中

心
に
な
っ
て
発
達
し
て
き
た
歴
史
が
あ

り
、
放
射
線
科
医
は
超
音
波
に
関
心
を

示
さ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
が
勉
強

を
始
め
た
頃
か
ら
装
置
の
性
能
が
急
速

に
向
上
し
た
こ
と
と
、
Ｃ
Ｔ
と
超
音
波

が
診
断
上
で
関
連
が
深
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
全
国
の
放
射
線
科
医
も
超
音
波
に

注
目
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
超
音

波
診
断
は
放
射
線
科
の
業
務
の
一つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

五
十
七
年
十
月
に
福
岡
大
学
放
射
線

科
に
移
り
ま
し
て
か
ら
も
超
音
波
一筋

に
や
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
、
薄
暗
い
部

屋
で
患
者
き
ん
の
お
腹
を
チ
ョ
コ
チ
ョ

コ
な
ぜ
ま
わ
し
て
い
ま
す
と
、
運
動
不

足
と
ス
ト
レ
ス
か
ら
体
調
が
狂
い
ま
す

の
で
、
一人
で
で
き
る
運
動
と
い
う
こ

と
か
ら
、
七
隈
の
ゴ
ル
フ
練
習
場
に
よ

く
行
っ
て
ま
す
。
も
と
も
と
運
動
神
経

は
ゼ
ロ
な
の
と
コ
ー
ス
に
出
る
回
数
が

少
な
い
の
で
ス
コ
ア
は
い
つ
ま
で
も
良

く
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
、他
人
に
迷
惑
を

あ
ま
り
か
け
な
い
で
ラ
ウ
ン
ド
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
け
が
収
穫
で
す
。

　

放
射
線
部
は
金
食
い
虫
で
す
。
い
ろ

い
ろ
と
高
額
な
装
置
を
必
要
と
し
ま

一樹蝿鞘柳組紐鴎卿箸鯛剛毅働繍

－使
用
す
る
医
師
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
知
識

爾
揺
蕩鑑

　　　　　　　　　　　　　　　

隙脚帽蜘徽赫常州堀部啄数御ーも蹴

－医
学
の
進
歩
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
福
岡
大
学
病
院
の

発
展
は
、
放
射
線
診
断
部
み
た
い
な
中

央
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
ど
れ
だ
け
充
実
で

き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
フ
ィ
ル
ム
の
読
影
を
廊
下
で
や
っ

て
い
る
の
を
み
た
あ
る
医
療
関
係
の

人
が
、
大
学
病
院
で
は
珍
し
い
と
感

心
（？
）
し
て
い
ま
し
た
。

眼
科
学
講
師

　

林

英
之

　

昭
和
五
十
三
年
に
福
大
医
学
部
を
卒

業
し
た
日
が
、
ま
だ
つ
い
昨
日
の
よ
う

な
気
が
す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

と
い
う
の
も
、
そ
の
後
七
年
に
わ
た
っ

て
同
じ
眼
科
の
研
究
室
、
外
来
か
ら
同

じ
な
が
め
の
油
山
を
見
続
け
て
き
た
せ

い
か
と
も
思
い
ま
す
。

　

実
家
が
眼
科
で
開
業
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
何
と
い
う
こ
と
も
な
く
当
教
室

に
よ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
も
そ

も
見
ず
知
ら
ず
の
他
人
と
同
席
す
る
の

が
、
さ
み
し
い
ほ
う
で
す
の
で
、
臨
床

は
早
め
に
足
抜
き
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ

も
り
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
我
々
の
入

局
と
同
時
に
大
島
教
授
が
教
室
を
主
宰

す
る
こ
と
に
な
ら
れ
、
硝
子
体
の
手
術

を
初
め
と
す
る
新
機
軸
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
熱
気
に
あ
て
ら
れ

た
よ
う
な
、
あ
る
い
は
日
々
移
り
変
わ

っ
て
い
く
風
景
に
見
と
れ
て
い
た
よ
う

な
状
態
で
現
在
に
い
た
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
間
、
身
に
つ
く
の
は
知
恵

で
は
な
く
体
重
ば
か
り
で
し
た
が
、
物

事
が
改
進
す
る
時
、
そ
の
場
所
に
居
合

わ
せ
、
弱
卒
と
し
て
で
は
あ
り
ま
す

が
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー
ト
を

重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
せ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

　

七
年
間
で
、
先
輩
も
去
り
、
同
期
生

も
入
局
以
来
の
け
ん
か
仲
間
の
大
平
明

弘
先
生
以
外
に
な
く
な
り
、
い
つ
の
こ

と
に
か
年
寄
り
扱
い
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
て
将
然
と
し
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。
体
力
一本
や
り
の
無
芸
大

食
の
三
十
一才
で
す
。

眼
科
学
講
師

　

大
平

明
弘

そ
れ
は
父
で
あ
り
、
祖
父
で
あ
り
、
伯

私
に
影
響
を
与
え
た
三
人
の
医
師
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　　

　
　
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　
　

　　

－

　

ま
だ
ｊ
学
校
‘
察
る
前
－

　　　

　

　

　

　　

　

　　　　

　

　　　

　

手
－
い
な
ど
も
き

て
い
た
と
聞
い
て
＊

　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　
　
　

　
　
　
　

　

　

　

　
　

　
　
　

　

た
。
新
渡
戸
稲
造
、
後
藤
新
平
、
勝
海

舟
ｅ
ｔ
ｃ
。
中
・高
生
時
代
は
ケ
ネ
デ

ィ
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
う

の
も
当
時
か
ら
伯
父
の
家
と
ケ
ネ
デ
ィ

家
と
は
親
交
が
あ
り
、
そ
れ
が
私
の
ケ

ネ
デ
ィ
熱
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
よ
う

で
す
。
Ｒ
・ケ
ネ
デ
ィ
が
暗
殺
さ
れ
た

数
日
後
、
彼
か
ら
の
直
筆
の
手
紙
が
来

た
と
従
妹
が
は
し
ゃ
い
で
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
大
学
へ
入
学
し
た
時
、
そ
の
伯

父
は
次
の
よ
う
な
事
を
言
っ
て
い
ま
し

た
。
『医
師
と
い
う
の
は
慣
れ
な
く
て

は
い
け
な
い
が
押
れ
す
ぎ
る
と
良
く
な

い
。
日
本
の
医
師
の
半
分
以
上
は
ま
じ

な
い
師
だ
。
こ
れ
か
ら
は
生
化
学
の
わ

か
る
医
師
じ
ゃ
な
い
と
。
』
学
生
時
代

の
春
・夏
休
み
は
銀
座
の
伯
父
の
病
院

へ
行
く
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

　

大
学
時
代
は
免
疫
組
織
化
学
を
用
い

て
、
主
に
網
膜
の
病
態
構
造
に
つ
い
て

勉
強
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
大
島
・菊

池
両
教
授
に
師
事
し
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
こ
の
四
年
間
は
と
て
も
楽
し
い
期

間
で
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
最
初
の

年
目
は
訳
が
わ
か
ら
ず
、
辛
い
日
々
で

し
た
が
。
眼
内
増
殖
膜
、
網
膜
グ
リ
ア

の
動
態
、
網
膜
芽
細
胞
腫
ｅ
ｔ
ｃ
。
こ

れ
ら
の
疾
患
を
中
心
に
神
経
組
織
特
異

蛋
白
に
対
す
る
抗
体
を
用
い
、
こ
こ
数

年
ば
か
り
し
つ
こ
く
学
会
や
論
文
で
発

表
し
て
い
ま
す
。

　

元
々
、
私
は
極
端
な
赤
面
恐
怖
症
で

（ケ
ネ
デ
ィ
に
憧
れ
て
い
た
も
の
の
）

大
勢
の
人
前
で
話
を
す
る
な
ど
と
い
う

こ
と
は
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
我
が
同
僚
の
林
英
之
君
。
目

立
ち
た
が
り
屋
の
彼
に
影
響
さ
れ
、
今

で
は
学
会
発
表
も
平
気
に
な
り
ま
し

た
。
名
付
け
て
国
ゅ
く
匝
の
ゴ
ー
国
技
の
．

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　　
　　
　
　
　

…た
し
て
い
ま
す
。
（但
し
、
今
で
も
若

い
女
の
子
を
前
に
す
る
と
胸
は
ド
キ
ド

ーキ
。
赤
面
恐
怖
症
は
依
然
、
続
行
中
で

す
）
勿
論
、
彼
か
ら
の
影
響
と
は
こ
ん

な
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
卓
越
性

か
ら
の
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
で
す
。

　

現
在
は
会
長
に
な
り
た
が
る
人
の
分

だ
け
学
会
が
あ
る
と
い
う
く
ら
い
研
究

会
や
学
会
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
眼
科

で
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
今
度
、
妙
な

こ
と
か
ら
私
も
眼
科
の
あ
る
研
究
会
の

世
話
人
と
や
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
人
と
の
出
会
い
は
面
白
い
も
の
で

す
。
棲
噴
晴
ら
し
に
話
し
か
け
た
先
生

に
招
待
講
演
者
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

今
春
、
そ
の
会
の
発
足
準
備
も
順
調
に

進
み
、
東
北
大
、
慶
大
、
京
大
、
広
大

の
助
教
授
、
講
師
が
発
起
人
と
な
り
、

九
州
か
ら
は
私
が
そ
こ
に
名
を
巡
ら
ね

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
彼
ら
よ

り
十
才
ほ
ど
若
い
の
で
す
が
。
八
つ
当

　

昭
和
六
十
年
四
月
六
日
、
七
日
に

行
な
わ
れ
た
第
七
十
九
回
医
師
国
家

試
験
の
合
格
者
が
厚
生
省
よ
り
発
表

さ
れ
た
。

　

合
格
者
お
よ
び
研
修
先
は
左
記
の

と
お
り
（福
大
病
院
研
修
生
は
科
の

み
）。青柳

　

玲

　

久
大
成
形
外
科

浅
倉

　

敏
明

　

久
大
整
形
外
科

生
田

　

光
徳
和
歌
山
県
立
病
院

池
田

　

昭
仁

　

内
科
＝

伊
東

　

四
郎

　

泌
尿
器
科

稲
葉

　

葉
一

　

熊
大
皮
膚
科

岩
男
裕
二
郎

　

大
分
医
大
外
科
１

岩
隈
昭
夫

　

心
臓
外
科

植
木

　

敏
晴

内
科
１

宇
久
村
俊
吉

　

徳
州
会
病
院

　

大
田

　

貴
子

小
児
科

大
原

　

元
大

内
科
蒐

岡
田

　

理

　

産
婦
人
科

小
川

　

修
介

　

眼
科

井
上
三
保
子

　

内
科
＝

尾
渡
美
和
子

　

大
分
医
大
眼
科

加
藤

　

詳
子

　

九
大
内
科
ｍ

　

金
井

　

陸
行

　

麻
酔
科

　

岸

　

泰
至

　

熊
大
麻
酔

　

北
村
久
美
子

　

宮
大
小
児
科

　

喜
多
山

　

昇

　

小
児
科

　

木
村

　

俊
治

　

耳
鼻
咽
喉
科

　

木
本

　

和
之

　

内
科
＝

　

倉
光
か
す
み

　

内
科
＝

　

黒
岩

　

宙
司

　

小
池

　

俊

島
根
医
大
皮
膚
科

　

園
光

　

秀
幸

　

熊
大
耳
鼻
科

　

小
屋
迫
友
子
小
児
科

　

阪
元
政
三
郎

　

脳
神
経
外
科

　

寒
野

　

龍
弘

　

熊
大
麻
酔
科

　

鮫
島
哲
郎

　

富
崎
医
大
精
神
科

　

篠
原

　

貫
之

外
科
１

　

篠
原

　

弘
一

　

内
科
韮

　

篠
原

　

義
成

宮
崎
医
大
内
科
１

　

下
村

　

徹
郎

　

生
野
慎
二
郎

　

麻
酔
科

　

副
島
久
美
子

　

麻
酔
科

田
坂

　

周
治

立
木

　

均

　

長
大
精
神
科

辰
巳

　

裕
之

　

内
科
Ｉ

立
石

　

訓
己

　

外
科
１

立
石

　

修
三

　

外
科
Ｉ

紙

　　

仁

　

脳
神
経
外
科

堤

　

伸
一郎

　

外
科
＝

鶴
田
正
太
郎

　

長
大
内
科
Ｉ

徳
永

　

武
男

　

心
臓
外
科

戸
原

　

恵
二

　

内
科
Ｉ

富
吉

　

義
幸
佐
賀
医
大
内
科

中
庭

　

洋
一
精
神
科

中
村

　

吉
孝

　

外
科
＝

永
石

　

節
生
久
留
米
大
脳
外
科

仁
位

　

周
介

　

健
康
管
理
料

野
原

　

昌
亮

琉
球
大
整
形
外
科

鹿
瀬

清
人

　

長
大
内
科
韮

夫

　

秀
夫

　

内
科
＝

藤
光

　

和
宏

　

健
康
管
理
料

藤
吉

　

啓
造

　

久
大
産
婦
人
科

逸
見
嘉
之
介
精
神
科

松
尾

　

邦
浩

　

内
科
＝

松
岡

　

弘
文

　

泌
尿
器
科

松
崎

　

元
徳

　

内
科
亘

松
村

　

利
昭

　

久
大
外
科
Ｉ

松
元

　

保

　

鹿
大
産
婦
人
科

宮
本

　

純
治

　

熊
大
泌
尿
器
科

渡
辺

　

律
子

　

放
射
線
科

渡
辺

　

良
二

　

外
科
Ｉ

阿
部

　

由
利

　

皮
膚
科

有
永

　

誠

　

整
形
外
科

岩
本

　

正
博

香
川
医
大
内
科
１

白
井

　

和
之

　

内
科
＝

菅

　　

期

　

九
大
内
科
Ｉ

千
手

　

昭
司

　

内
科
韮

津
田

　

哲
也

　

耳
鼻
咽
喉
科

徳
光
秀
出
夫

　

内
科
１

中
村

　

徹
郎

　

健
康
管
理
科

永
田

　

昌
彦

　

宮
崎
医
大
外
科
韮

野
見
山
祐
次
内
科
１

馬
場

和
彦

　

鹿
大
内
科
１

東
島

　

正
長
大
産
婦
人
科

．一

　

二

　

－－

　

．■－

　

”：－

　

”“

　

－“：”－－

　

－－；－

　

－“

　

－

　

－岬－

　

－

　

ニ

　

ーー

　

ー・^

　

＝

　

－“

　

”：＝：．・‐ー・＝：－船－

　

－

　

ニー

　

ーー

　

ーーニ

　

ニ

　

ー：－

　

ニ

　

ー

　

胃－１１・一：－：－

　

－

　

＝

　

－

　

”１１■－

　

＝－

　

－：；＝；．・１・ニ

　

ー：：－：－

　

－１１１１“

　

－

　

－；＝：ニ

　

ー

　

－－１－

　

”・“”“

　

－－

　

－

　

－

　

－；－－

　

－１＝

Ｆ十十“－戸“－－．－．－．一－－，．－－．・覇－－“－”桝一“－”－“．■－－．・．．－－“．－－．・．■－州－－“－－“－－”－メー－－－－１１１．－－．－－・１．－－－－－－”－－“一一一－－－－１‐．‐■－．１１－－．－－扉－－ＨＰ一””－－肖≠“－－－－－－－－．“－－－－－－－鵬－－－－－“－－．‐一州‐■－－－．‐■－－－．・．■－－－“”－－－－一円－－“－－－１ー１－
”州－－“－船－一円－ｎ－
－
”－…－－”－－－”－円－
．
一戸州‐州－－－－－“－－
１
－－Ｗ－－州“－閏【州一１
－
”直

一
第
七
十
九
回
医
師
国
家
試
験

１１＄１．’１．‐…１－－ー１”＝”１１＝１ー■－…－【：

百
二
十
一
名
合
格

高
田

洋
一

　

内
科
韮

　　　　　

平
野

　

稔
害

高
野

美
香

　

皮
膚
科

　　　　

測
野

　

泰
秀

平
野

　

稔
喜

　

九
大
小
児
科

測
野

　

泰
秀

　

外
科
Ｉ

牧
野

　

康
男

　

産
婦
人
科

三
宅

　

巧

　

久
留
米
小
児
科

守
田

　

誠

　

精
神
科

横
山

　

桂

　

鹿
大
脳
外
科

吉
本

　

雅
彦

　

健
康
管
理
科

岩
重

　

浩
一

　

整
形
外
科

上
野

　

清
司

　

内
科
＝

下
田

　

敏
文

　

九
大
整
形
外
科

中
野

　

賢
三

　

熊
大
麻
酔
科

中
村

　

卓
郎

　

放
射
線
科

中
村

　

英
樹

　

泌
尿
器
科

新
山

　

徹
美

　

鹿
大
内
科
＝

長
谷
川
浩
二

　

久
大
精
神
科

林

　

郁
夫

　

長
大
内
科
ｍ

藤
井

　

正
博

　

内
科
Ｉ

星
子

　

龍
英

　

長
大
内
科
韮

真
武

　

弘
明

　

内
科
Ｉ

安
河
内

　

靖

京
都
第
２
日
赤
脳

山
崎

　

世
紀

外
科
韮

青
野

　　

猛

　

整
形
外
科

久
保

　

次
郎

　

内
科
＝

田
崎

　

浩
一

天
田

　

浩
司

本
重

　

博
史

　

鹿
大
麻
酔
科

酒
井

　

憲
見

　

外
科
襲

森

　　

重
人

　

京
大
外
科

市
川

　

弘
城

境
田

　

隆
二

　

外
科
＝

豊
島

　

潔

　

内
科
Ｉ

大
蔵

　

元

　

内
科
Ｉ

森
田

　

健
二

　

内
科
Ｉ

田
中

　

敏
嗣

郭

　

健
稔

　

耳
鼻
咽
喉
科

細
川

　

清

　

小
児
科

山
豚

　

久
幹

　

精
神
科

片
測

　

雄
一ニ
佐
賀
医
大
内
科

今
井
隆
弘

　

健
康
管
理
料

山
崎

　　

剛

精
神
科

な
お
本
学
か
ら
は
百
五
十
九
名
が

受
験
し
、百
二
十
一名
が
合
格
し
た
。

合
格
率
は
八
五
・六
％
で
あ
っ
た
。
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－

　

－

　

一層ニ

　

ーニ

　

－－１１－－

　

”－－”－

　

－＝：１１－－；－

　

－

　

－…

　

－

　

－

　

一二

　

柵

　

．・－■－

　

－“

　

－

　

－

　

－

　

－”：：１１■’－

　

－：－

　

”；★

　

－

　

－－

　

－－

　

－－

　

－：－：；：；１－１■

　

－：－

　

＝

　

－

　

－－

　

－ニ

　

ーー

　

■－

　

－

　

－ニ

　

ー

　

－

　

”－

　

－”：ー１－１芦：一＝：：；１‐．；

た
り
も
時
に
は
こ
ん
な
事
へ
転
じ
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

い
や
は
や
、こ
れ
も
私
の
け
の「ｍＯＰ

巴
＃
く
で
す
の
で
、
お
許
し
下
さ
い
。

今
夏
は
ロ
ン
ド
ン
の
学
会
へ
。
今
か
ら

恐
怖
心
に
駆
ら
れ
て
い
ま
す
（発
表
す

る
こ
と
と
、飛
行
機
に
乗
る
こ
と
）。
ま

あ
取
り
敢
え
ず
、
夢
は
世
界
へ
、
夢
の

世
界
へ
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
。



窓…＊
Ｎ
飛
ぶ
無
様
ぷ
紙
ミ
飛
ぶ
飛
飛
ぶ
飛
ぶ
無
紙
ぷ
飛
ぶ
無
紙
Ｎ
飛
ぶ
飛
飛
ぶ
飛
ぶ
飛
紙
ぷ
繋
が

励
教

　

室

便

　

り

鰯

跳
ばｗ飛
ぶ
無
繰
ぷ
飛
ぶ
無
搬
飛
無
様
Ｎ
飛
ぶ
飛
ぶ
無
紙
ぷ
飛
ぶ
無
紙
ぷ
飛
ぶ
無
飛
ぶ
飛
ぶ
無
紙
…％

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

　

安

　

元

　

義

　

博
“

　　　　　　

（解
剖
学
第
二
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

論
文
名
「屑
桃
細
網
の
立
体
配
置

の
ヒ
ト
扇
桃
細
網
の
立
体
配
置

　

◎
イ

ヌ
ロ
蓋
扇
桃
細
網
の
立
体
配
置
」

　

辻

　　　

俊
【

　

雄

　　　　　　

（解
剖
学
第
二
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名

　

．炎
ｎ
ｐ
ｂ
ロ
ー甘
鯛

　

か
ロ
Ｑ

叶
匝
ロ
のロ
ーー扉
の一０
ｂ

　　　

①
－①
０
［
０
ｂ

ロ
ー－（ｕベ０
のｎ
ｏ
℃
①

　

の什Ｆ
Ａ
崎
○
州

　

什け
の

　　
　　　
　
　　
　

　

　　　
　
　　
　
　　
　　

　

　　

　　
　

　　

　
　
　　　
　
　

　

　　
　
　
　　　
　　
　

ぴ
ロ
のか
．；
（
ニ
ワ
ト
リ
フ
ァ
ブ
リ
シ

ウ
ス
嚢
細
細
絹
工
の
走
査
型
お
よ
び
透

過
型
電
顕
的
研
究
）

　

井

　

上

　

隆
一

　

人

　　　　　　　

（薬
理
学
）

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与

論
文
名

「Ｏ
Ａ会
括
約
筋
の
プ
リ

ン
性
調
節
」

田

　

劉

　

正

　

延

　　　　　　

（病
理
学
第
一）

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与

論
文
名
「胆
嚢
良
性
隆
起
性
病
変
の

臨
床
病
理
学
的
研
究
」

　

島

　

田

　　　

修
一

　　　　　　

（病
理
学
第
二
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「急
性
虚
血
性
心
臓
ー
症
候

群
急
性
期
の
冠
状
動
脈
に
み
ら
れ
る
炎

症
細
胞
浸
潤
と
そ
の
意
義
」

　

山

　

本
十

　　　

剛
…

　　　　　　　

（微
生
物
学
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
縛
士
授
与
。

　

論
文
名
「レ
イ
菌
臨
床
分
離
株
の
プ

ラ
ス
ミ
ド
の
分
析
。
薬
剤
耐
性
及
び
線

毛
決
定
因
子
と
の
関
連
に
つ
い
て
」

東

　　　

義

　

孝

　　　　　　

（放
射
線
医
学
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「超
音
波
画
像
に
み
ら
れ
る

新
し
い
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
の
実
験
的
お

よ
び
理
論
的
研
究
ー
腹
直
筋
の
レ
ン
ズ

効
果
」

　

亀

　

井
“

　

博

　

之

　　　　　　

（内
科
学
第
一）

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

論
文
名
「中
枢
伝
導
時
間
（０
のｇ
１

「鶏
一

　

切
Ｏ
Ｈロー仰
げ○
⑦①
□
⑦○
「

　

ｎｏ
ロ
．

Ｑ
Ｆ
Ｒ
Ｂ
ロ
ロ
日
の）
の
臨
床
的
研
究

ｍ
、
神
経
疾
患
、
と
く
に
脳
血
管
障
害

に
お
け
る
検
討
」

西

　

田

　

憲

　

一

　　　　　　

（内
科
学
第
；

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
一ニ

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

論
文
名
「Ｏ
Ｓ
ゴ
ロ
病
の
低
亜
鉛
血
症

に
関
す
る
検
討
」

中

　

林

　

正

　　

一

　　　　　　

（内
科
学
第
一）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「リ
ニ
ア
型
超
音
波
断
層
装

置
を
用
い
た
生
理
的
胆
道
運
動
機
能
の

解
析

　

ー
特
に
収
縮
と
拡
張
に
つ
い

て
ー
」松

　

岡

　

正

　

彦

　　　　　　

（内
科
学
第
一）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「尿
中
のに
口
鯵［のＱ
お
よ

び

　

け
０
ロ
のに
珠
か
ｇ
Ａ

　

Ｏ
け
の
ロ
Ｏ
Ａ
中

ｏｘ
電
ｎ
け
０
ー行

　

程
拭

　

の

　

嘉
島
・

０
ー日
目
ロ
ロ
０
か
総
Ｎ
縦

　

法
の
開
発
と

そ
の
臨
床
応
用
ー
特
に
肝
硬
変
患
者
に

お
け
る
観
察
ー
」

　

関

　　　

雅
『

　

彦

　　　　　　

（内
科
学
第
二
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

論
文
名
「ｎ
Ｏ
Ｎ
呼
吸
法
に
よ
る
呼
吸

再
調
節
機
序
に
関
す
る
研
究
ー
０
Ｏ
Ｎ

換
気
応
答
に
及
ぼ
す
気
道
撃
縮
緩
解
の

影
響
に
つ
い
て
の
考
察
ー
」

　

古

　

原

　

雅
『

　

樹

　　　　　　

（内
科
学
第
二
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「慢
性
糸
球
体
賢
炎
に
お
け

る

国

〉
と
血
中
免
疫
複
合
体
の
関

係
」権

　

藤

　

公

　

和

　　　　　　

（内
科
学
第
二
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

　
　
　

　

　　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

汁○
ロ
の
一］ロ

　

ＨＨ

　

軸Ｏ
Ｈロ
ー「即
什一０
ロ

　

ー］□

一の
ｎけ
の
Ｈロ
ーｎ

　

げ
の
匝
げ

　

０
枯

　

び
－－か
１

什①「回
－－

　　

鷺
ゆ
け
コ
「の
ｎ什Ｏ
Ｈロ
ーＮ
のＱ

Ｑ
Ｏ
的

　

重

　

岡

　

秀

　

信
肝

　　　　　　

（内
科
学
第
二
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「結
核
症
の
補
助
診
断
法
と

し
て
の
糖
脂
質
抗
体
価
測
定
」

　

小

　

林

　

隆
一

　

児

　　　　　　　

（精
神
医
学
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

論
文
名
「自
閉
症
児
の
精
神
発
達
と
経

過
に
関
す
る
臨
床
的
研
究
」

諸

　

岡

　

達

　

也

　　　　　　　

（小
児
科
学
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
き
－ロ
ー
の
腸
管
内
定
着
に
お
よ
ぼ
す

運
動
性
の
役
割
」

土

　

器

　

辰

　

雄

　　　　　　

（外
科
学
第
二
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「食
道
の
扇
平
上
皮
異
形
成

に
関
す
る
病
理
組
織
学
的
研
究
」

原

　　　

正

　

文

　　　　　　

（整
形
外
科
学
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「肩
関
節
疾
患
の
関
節
鏡
に

関
す
る
解
剖
学
的
お
よ
び
臨
床
的
研

究
」蛭

　

崎

　

隆

　

男

　　　　　　

（整
形
外
科
学
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「肩
関
節
疾
患
の
循
環
動
態

に
関
す
る
解
剖
な
ら
び
に
臨
床
的
研

究
」池

　

田

　　　

実

　　　　　　

（整
形
外
科
学
）

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

論
文
名
「慢
性
関
節
リ
ュ
ウ
マ
チ
関

節
液
中
の
酸
性
Ｏ
Ｚ
〉
分
解
酵
素
お

よ
び
酸
性
フ
オ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
活
性
測

定
と
そ
の
臨
床
的
意
義
」

江

　

浦

　

陽

　

一

　　　　　

（耳
鼻
咽
喉
科
学
）

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

論
文
名
「乳
幼
児
に
お
け
る
聴
性
脳

幹
誘
発
反
応
の
研
究
」

　

渡

　

辺

　

大

　

介
“

　　　　　　　　

（衛
生
学
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「結
核
登
録
者
の
死
因
に
関

す
る
ゴ
ー
ホ
ー
ト
研
究
」

太

　

田

　

辰

　

彦

　　　　　

（脳
神
経
外
科
学
）

　

熊
本
大
学
に
提
出
。
昭
和
五
十
九
年

八
月
二
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「未
熟
児
脳
室
上
衣
下
出
血

の
成
因
に
関
す
る
一考
察
ー
胎
児
剖
検

脳
注
入
法
に
よ
る
形
態
学
的
お
よ
び
放

射
線
学
的
研
究
ー
」

　

生

　

井

　

晴
”
彦

　　　　　　

（脳
神
経
外
科
学
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名

　

｝旧
態
ｇ
ｏ
の

　

巴
一①
◇

　
　
　

　

　
　　
　
　　
　

　　

　
　

　　

　　　
　

ぬ
仁
科
ロ
縦
一１頃
十
く
一

　

＃
ロ
ー鎚
ｏ
Ａ
一む
け
０

のけ
け
闘
什の

　

什Ｏ

　　

ＨＨ”－①
ロ
ー口
べ
匝
ロ
のめ

枯バ０
ロ
ー

　

Ａ
一二嵐
の
べ①
日
寸

　

Ｈの
叩
一○
ロ
の

　
　
　　
　

　

　
　　
　　

　

　
　
　

　

　　　
　　　

　　
　

　

　
　
　
　　　　

　

田

　

代

　

賀
比
古

　　　　　

（脳
神
経
外
科
学
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

論
文
名
Ｒ＞
誓
８
０誓
ｏ日
Ｐ

　

系
腫

癌
に
お
け
る
免
疫
組
織
学
的
研
究
ー
特

に
分
化
度
と
の
相
関
性
に
つ
い
て
ー
」

　

土

　

持
”
広

　

二

　　　　　

（脳
神
経
外
科
学
）

　

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

　

論
文
名
「前
頭
葉
皮
質
キ
ン
ド
リ
ン

グ
に
於
け
る
脳
梁
切
断
の
効
果
に
つ
い

て
」

　

橋

　

本
十

　

隆
一

　

寿
一

　　　　　

（脳
神
経
外
科
学
）

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

論
文
名
「ヒ
ト
神
経
謬
芽
腫
由
来
株

化
細
胞
に
対
す
る

　

○
態

　

捲
抗
剤
と

く
甘
ｎ「続
ロ
ロ
①

　

の
併
用
効
果
ー
細

胞
増
殖
と
り
０
８
分
析
の
検
討
ー
」

　

井

　

槌
一

　

邦

　

雄

　　　　　　

（産
婦
人
科
学
）

福
岡
大
学
に
提
出
。
昭
和
六
十
年
三

月
二
十
三
日
付
で
医
学
博
士
授
与
。

論
文
名

　

声
高
ーＯ
Ｒ
の

　

０
ー

　

ー日
Ｉ

Ｈロ
ロ
ロ
ーＮ
国
立
０
ロ

　

０
州

［け
①

　

－ロ
ーＩ

Ｈロ
ロ
ロ
の

　

Ｈの
難
ｎ
立
０
ロ

　

０
怖

　

什け
①
－ロ

ｏ像
のけ
ユ
ロ
ね
（仔
免
疫
応
答
に
お
よ

ぼ
す
母
体
免
疫
の
効
果
）
」

　
　
　　

　

昭
和
五
十
九
年
度
十
月
以
降
の
海
外

留
学
又
は
海
外
出
張
者
は
つ
ぎ
の
と
お

り
。
①
研
修
先
②
目
的
⑨
期
間

　

化海
外
”知
田
山ー十

　

山
下

　

亙
（病
理
学
第
二
）
①
ア
メ

リ
カ

　

ｎ
一戸
ｎ
ーロ
国
立

　

ｄ
ロ
ーｄ
のべの－，

　　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　

の
研
究
③
灘
・１２

御
・１１

　

出
石
宗
仁
（内
科
学
第
二
）
①
ア
メ

　

リ
カ
（ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
ク
リ
ニ
ッ

ク
②
内
因
性
ジ
ギ
タ
リ
ス
様
物
質
の
解

明
③
灘
・
４
・
１

６１
・
３
・
３１

海
外
出
張

　

古
川
達
雄
（薬
理
学
）
①
ア
メ
リ
カ

　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　

び
０
匝
「Ｑ

　

日
の
質
旨
ぬ

　

出
席
の
た
め

③
６０
・
１
・
２７

６０
・
１
・
３１

　

菊
池
昌
弘
（病
理
学
第
一）
①
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
タ
イ
、
台
湾
②
東
南
ア
ジ
ア
の

人
々
に
お
け
る
成
人
Ｔ
細
胞
性
白
血
病

（〉
↓
ｒ
）
ウ
イ
ル
ス
の
分
布
に
関
す

る
調
査
③
６０
・
１
・
１２
ぞ
６０
・
１
２４

　

荒
川
規
矩
男
（内
科
学
第
二
）
①
ア

メ
リ
カ
②
第
５７
回
ア
メ
リ
カ
心
臓
学
会

③
５９
・
１１
・
１０
ぞ
５９
・
１１
・
２０

　

高
岸
直
人
（整
形
外
科
学
）
①
台
湾

②
台
湾
整
形
外
科
学
会
並
び
に
放
陳
教

授
の
８
の
Ｂ
０
「ー厨
－
－の
Ｓ
Ｆ
「の
に

出
席
し

　

．↓
け
０
「鮎
ｎ
容

　

０
こ
げ宿
Ｈ

の
ｂ
Ｑ「０］日
一
ご

　

講
演
③
灘
・
ｎ
・

１５

灘
・
１１
・
１９

　

①
フ
ィ
リ
ピ
ン

　

②
Ｒ力
０
げ印
Ｓ
Ｈ

Ｏ
に
比

　

べに
豆
に
は
‘

　

講
演
③
５９
・

１２
・
３

灘
・
１２
・
７

　

林

　

英
之
（眼
科
学
）
①
ア
メ
リ
カ

②
⑦
Ｈｂ
ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｘ

　

０
ｏ
ｂ
的
箔
のめ

＞
日
貨
客
匝口
ｂ
ｎ国
忌
日

０
む
け
，

げゴ
巴
日
ｏ
Ｂ
ね

　

参
加
③
５９
・
ｎ
・

５

５９
・
１１
・
１７

　

大
島
健
司
、
林

　

英
之
（眼
科
学
）

①
イ
ン
ド
②
第
１０
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
眼

科
学
会
に
て
講
演
お
よ
び
硝
子
体
手
術

講
習
会
の
実
施
⑧
６０
・
１
・
２７

６０
・

　

石
井

　

清
（放
射
線
医
学
）
①
ア
メ

リ
カ
②
頭
頚
部
の
Ｘ
線
診
断
及
び

２
ｇ
力
の
研
修

田
中

　

彰
（脳
神
経
外
科
学
）
①

ア
メ
リ
カ
②
脳
神
経
外
科
研
修
、

ｇ
［谷
バｏ
のこ
的
のＨく
の
研
修
⑨
帥
・

４
・
２６

６０
・
５
・
１１

「
来

　　

訪
Ｊ

　　　　　

　
　

　

昭
和
五
十
九
年
十
月
以
降
、
本
学
医

学
部
又
は
病
院
を
訪
れ
た
外
国
学
者
は

つ
ぎ
の
と
お
り
。
①
所
属
②
目
的
③
来

訪
日

　

申
英
激
①
高
麗
大
学
校
医
科
大
学
解

剖
学
教
授
⑧
急
速
凍
結
法
に
よ
る
電
顕

試
料
作
製
③
６０
・１
１６
ぞ
６０
・２
・２１

　

渡
部
一誠
①
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
医
学

剖
解
剖
学
教
授
②
急
速
凍
結
法
に
よ
る

電
顕
試
料
作
製
③
６０
・４
・５

御
・

４
．
“

　

白
めロ
ロ
的
１乱

ー口
（林
宗
義
）
①

カ
ナ
ダ

　

切
べ誓
お
け

　

０
０
一日
目
丑
鰯

の
大
学
教
授
、
世
界
精
神
衛
生
連
盟
総

裁
⑧
総
合
研
究
所
主
催
研
究
会
で
講
演

「文
化
変
容
と
世
界
の
精
神
衛
生
対

策
」
③
５９
・１１
・２０
⑨
御
・

　

閃
Ｐ
当
ゅ
口
Ｑ
Ｐ
口
ＮＰ
Ｈ鱈
一口

　

①
〆

ニ
ン
ガ
ー
病
院
（ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）

②
精
神
分
析
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の

た
め
⑧
６０
・
１
・
２６
そ
６０
・
１
・
２７

古
同橋
哲
郎

　

①
カ
ー
ル
・メ
ニ
ン
ガ

ー
精
神
医
学
校
②
精
神
分
析
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
開
催
の
た
め
③
６０
・１
・２６

６０
・
１
２７

木
村

　

淳

　

①
ア
イ
オ
ワ
大
学
精
経

科
教
授
②
Ｆ
波
の
臨
床
的
応
用
③
務
・

１１
・
１０
　
　　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

の
①
０
０
ロ
Ｑ
縦
の
鴎
Ｈ
的
の
ロ
の
べ位
一
のに
Ｈ
，

的
一ｎ
鯵
一

　

【①＠－Ｑ
ｏ
ｂ
ｒ

　

］工［鯵
ゴ
ロ
の
，

ロ
ー国
ロ
ロ
ーロ
ロ
ーく
①
【の洋
電
一

　

口
ゴ
ロ
難
ｖ

ｂ
ド
ー

　

ｄ
・の
．〉
．
②
外
科
学
第
二

教
室
見
学
③
５９
・
１１
・
博
ぞ
５９
・
姥
・

轍
謝～罰１ＩＦ１ｋｉ

　

同
一虚
ー毛十鯵
”畠
．＜十．
Ｏ
Ｈ塾
ご四

　

望
ロ
ロ▼

①
＞
のめ
冴
砧
ｂ
Ｓ

　

ヤ
さ
一窮
め０
べ

一］
ロ
ーく
①Ｈの一寸縦
０
枯
ワロ
ーロ
ロ
の
の０
叶回

国
ｏ
のけ
洋
鮎
溺

　

②
講
演

　

灸ｄ
冨
ＨＰ
－

の
ｏ
ｂ
ｏ
隣
べ
回
り
け
く

　

０
嶋
［け
①

　

］刀○
－

什鯵
什０

　　　

０Ｇ
－い

　　

Ｚ
「ｏ
べ
ＨＢ戸鯵
一

難
ロ
か
けＯ
Ｈ戸
＜
難
Ｄ
Ｒ

　

Ｏ
Ｐ
げけ
０
ー０
囚
一○

　
　
　
　　
　　　
　
　　

　

権
京
述
（因
・
功
閃
名
ｏｂ
）
①

］。
ゆ
け
匝
「什ロ
ーの
口
汁

　

○
軸

　

］○
①
べロ
．山
・

げｏ
一○
固
く
一

　

歩
ｒｍの
ｏ
ｎ
ー鑓
［の

　

ヤ
ＨＯ
－

給
ののＯ
Ｈ
ャ
こ
の卿
ロ
ｄ
ｂ
ぎ
．
②
皮

膚
科
学
及
び
蛍
光
抗
体
法
、
酵
素
抗
体

法
に
つ
い
て
情
報
交
換
③
６０
・２
・２３

▽
山
田
英
智
（解
剖
学
第
二
）
①
図
解

　

解
剖
学
事
典
、
第
２
版
②
医
学
書
院

　

③
一九
八
五
④
三
、
二〇
〇
円

▽
山
田
英
智
（解
剖
学
第
二
）
②
解
剖

　

学
辞
典
（分
担
）
②
朝
倉
書
店
④
一

　

八
、
０
０
０
円

▽
山
田
英
智
（解
剖
学
第
二
）
①
機
能

　

を
中
心
と
し
た
図
説
組
織
学
、
第

　

二
版
縁
皿訳
）
②
書
院
医
学
④
七
、

０
０
０
円

▽
黒
木
政
秀
、
松
岡
雄
治
（生
化
学
第

　

）
①
腫
癌
マ
ー
カ
ー
、
生
化
学
的
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編集後記リ
本
医
学
部
で
は
年
々
卒

業
生
が
増
加
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
方
々
が
各

方
面
に
進
出
し
て
、
そ
の

広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。
大
学
病
院
に
お
い
て

も
卒
前
・卒
後
の
臨
床
教

育
充
実
の
た
め
、
筑
紫
病
院
が
発
足
し

た
。
こ
の
よ
う
な
拡
大
・充
実
が
、
経

営
を
圧
迫
し
て
学
生
の
経
済
的
負
担
増

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
努
力
も
ま
す

ま
す
必
要
と
な
る
。
本
質
を
み
る
視
点

と
柔
軟
な
対
応
が
さ
ら
に
望
ま
れ
る
。
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川
責
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